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   Electrographic Studies was conduced on the silicious rocks having some connection 

with volcanic action. 

   As the results, hexagenal or maggot like shape crystal of a cristobalite can be 
found in the gyserits from Makizono, and from Akinomiya and also spherical shape 

particle of amorphous silica in Beppu-Hakudo, Yusawa-Hakudo and Onikobe-Hakudo, 
in the electromicrography. 

                                                        Received June 8, 1961.

緒 論

粘土鉱物のような微細な鉱物の研究にはX線 回析や

熱分析とともに電子顕微鏡による形態学的研究が必要

欠 くことのできないものとして,そ の鉱物決定に大 き

な役割を果 している 1) 2) 3).天 然産無定形ケイ酸も極め

て微細な鉱物の集合であるが,こ のようなものの電子

顕微鏡による研究は極めて少ない現状である.火 山作

用と関係ある無定形ケイ酸は成因上,(1)温 泉沈澱物

として岩石の空隙や湖底に鉱床をなして堆積 したケイ

華,(2)火 山岩質岩石が主として温泉作用により変質

して生成 したもの,(3)火 山岩質岩石が主として硫気

作用により変質して生成 した もの の3つ に大別でき
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る.(2)と(3)の 画然とした区別は困難であるが,

前者は主として温泉地帯に産出する土壌状のものであ

り,後 者は主としてイオウ鉱山にともなつて産出する

ケイ酸質岩石である.著 者は前報までに述べた各試料

の電子顕微鏡写真を作成 し,形 態による天然産無定形

ケイ酸の相違について検討 した.

実 験 お よび考 察

日木電子光学社製JEM5L型 の電子顕微鏡を使用

し,加 速電圧約80,000ボ ル ト,60μAの 条件で,

seet mesh(25mesh/in^2)上 の コロヂオン膜に天然産

無定形ケイ酸の微粉末試料をのせて撮影を行つた.そ

の結果は第1図 ～第10図 に示すとおりである.

1,温 泉沈澱物として生成 したもの

1)牧 園産ケイ華4)

牧園産ケイ華原石の電子顕微鏡写真は第1図 に示す

ように,電 子顕微鏡下で球状であるシリカゲル 5)と は

異なり,結 品の縁を有 している.牧 園産ケイ華にはケ

イ酸鉱物として α クリス トバ ライ トおよび微量の α

トリジマイ トを含むが 6),こ の結晶の縁が αクリス ト
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第1図　 牧 園産 ケ イ草 原 石(×6300) 第8図　 別 府 白 土原 石(×6000)

第2図　 牧園 産 ケ イ 草1000℃ 加熱 物(×12000) 第5図　 鬼 首白土原石(×4000)

第3図　 秋 ノ宮 ケ イ産 原 石(×6200) 第6図　 湯 沢 白土 原石(×8000)
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第7図　 松 尾 産 ケ イ石 原石(×2800） 第9図　 蔵王 産 ケ イ石 原 石（×13000)

第8図　 九重 産 ケ イ石 原 石(×2800) 第1 0図　 草津 産ケ イ石 原 石(×2800)

バライ トであるとは断定はできないが,浦 島 7)に よる

と北 海道虻 田鉱山 のクリス トバライト石の電子顕微

鏡写真は六角板状であるという.さ らに,こ の牧園産

ケイ華を1000℃ に加熱 した粉末試料の電子顕微鏡写

真が第2図 であつて,蛆 虫状の結晶が団子状につらな

つている.詳 細に観察すると,こ の蛆虫状結晶の一部

から新 しい蛆虫状の結晶の芽が認められる.こ れは加

熱処理により,結 晶が成長 したためであろう.牧 園産

ケイ華の原石には,し ば しばX線 的に欠陥格子をもつ

α クリス トバライ トを認めるが6),木 来六角板状であ

るべき結晶が欠陥格子があるため蛆虫状結晶になつた

ものか,あ るいは α クリス トバライ トは蛆虫状結晶

として産出するものかは断定できない.

2)秋 ノ宮産ケイ華

秋 ノ宮産ケイ華は前報　B)で 報告 したとおりX線 回析

では α 石英の結晶を明瞭に含むものであるが,電 子

顕微鏡下においても第3図 に示すように明瞭な結晶の

縁を有している.

2.火 山岩質岩石が主として温泉作用により変

質 して生成 したもの

1)別 府 白 土

別府白土は前報 9)10)で報告 したとおり,無 定形ケイ

酸を主成分とし,α クリストバライ トをともなうもの

でがるが,電 子顕微鏡下においては第4図 に示すよう

に,無 定形あるいは球状の粒子から構成 されている.
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2)鬼 首 白 土

鬼首白土は前報　11)で報告 したように,無 定形ケイ酸

からなるもので,α 石英の微粒をともなうものである

が,電 子顕微鏡下においては第5図 に示すように別府

白土と同様に無定形あるいは球状の粒子の集合からな

つている.

3)湯 沢 白 土

湯沢白土は前報 11)で報告 したとおり,無 定形ケイ酸

を主要成分とし,α 石英の微粒を少量ともなつている

が,そ の電子顕微鏡写真は第6図 に示すように別府,

鬼首白土と同様,無 定形あるいは球状粒子の集合 した

ものである.

3.火 山岩質岩石が主として硫気作用により変

質 して生成 したもの

1)松 尾 産ケイ石

松尾産ケイ石は前報 12)で報告 したとおり,無 定形ケ

イ酸,玉 髄質石英およびαクリス トバライ トからなる

ものであるが,そ の電子顕微鏡下においては第7図 に

示すように,α クリス トバライ トと思われる六角板状

の結晶とともに無定形あるいは球状の微粒からなつて

いる.

2)蔵 王 産 ケイ石

蔵王産ケイ石は前報 12)で述べたように,玉 髄質石英

を主要鉱物として多少の無定形ケイ酸をともなうもの

であるが,そ の電子顕 微鏡 写真は第9図 に示すよう

に,玉 髄質石英と思われる結晶からなつている.

3)九重 産ケイ石

九重産ケイ石も無定形ケイ酸を主成分とし,多 少の

α クリストバライ トをともなうものであるが 13),そ の

電子顕微鏡写真は第8図 に示すように,牧 園産ケイ華

に認められたような蛆虫状結晶と無定形コロイ ド状物

質からなつている.お そらく,こ の蛆虫状結晶はαク

リス トバライ トと思われる.

4)草 津 産 ケイ石

草津産ケイ石は前報 14)で述べたように,無 定形ケイ

酸 α クリス トバライ ト,α トリジマイ ト,ミ ョウバ

ン石および硫化鉄を含むものである.そ の電子顕微鏡

下の観察では第10図 に示すように極めて明瞭な六角

板状の結晶を認める.こ の六角板状結品は ミョウバン

石も六角板状の結品であるので,α クリス トバライ ト

であるか,ミ ョウバン石であるかは断定できない.

結 論

火山作用と関係ある天然産無定形ケイ酸を主要成分

とするケイ酸質岩石の粉末試料の電子顕微鏡写真を撮

り,形 態的観察による構成鉱物の判定を試みた.温 泉

沈澱物である牧園産ケイ華は蛆虫状の結晶からなるも

ので,お そらくαクリス トバ ライ トと思われる.火 山

岩質岩石が温泉作用により変質 して生成 したケイ酸質

岩石は電子顕微鏡下では,別 府,湯 沢および鬼首自土

のいずれも類似 しており,無 定形あるいは球状のコロ

イダルシ リカからなるものであることがわかつた.火

山岩質岩石が硫気作用により変質 して生成 したケイ酸

質岩石は構成鉱物 も複雑であつて,電 子顕微鏡による

鉱物の判定は極めて困難である.

木研究に際し,電 子顕微鏡写真撮影に際し,御 指導

戴いた本学医学部佐藤堅教授および川原妓師に深謝の

意を表 します.
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